
ち日本を訪れ,得意のオーボエと私の琴と合奏できたら素晴らしいコ トと夢をえがいています｡

( 14回生 )

卒 業 生 だ よ り

古 田 幸 子

私は現在.日本航空東京支店という所で国内及び国際線の航空券の予約発券業務についております｡

初d)は 〝いらっしゃいませ 〝の一言もはずかしさで出てこない有様で したが.慣れれば何とかなるも

のですね.航空会社勤務の女性といえば,すぐ浮かぶのはスチュワーデスですが.他にも一般事務は

むろん,空港で働 く人あるいは私のように市内営業所勤務と様々です｡私は入社以来この仕事を続け

ておりますが.ここでは接客業という性賓上.女性が主力を占め.いわゆるお茶汲み的要素は全くな

く,又,国際線運賃などしょっちゅう変化 しているように常に最新の業務知識が必要で.これで完壁

という車はないので単調さはあまり感 じませんし.結婚後も続けておられる先輩 も多く働 く意志のあ

る女性にとっては恵まれた環境といえます｡女子の海外研修 もさかんで私 も一年間パ1)支店に勤務し

ましたO女が一人府外生活をす る,それ も留学生 としてではなく働 くということはあまり広まってい

ません し,一皮 も家を離れたことのない私にとって不安も大きかったのですが.未知の土地-の好奇

心の方が勝ちましてせっか くの機会だからと決心 したわけです｡府外支店でも東京にいる時と同様の

T,約発券業務が本来の仕事ですがそれらに全く関係のないお客様 も多 く.パスポートをなくしたとか.

も､金をす られたとか私設大使館といったおもむきもあります.慣れない外国で心細い思いをしている

時に日本語の通 じる所にきてホッとする気持は非常によくわか ります し(私自身にしても仏語はまるで

ダメでしたが仕事上は日本人客をもっぱらお世話 してましたので何とかやれたわけです )こちらも

できるだけお手伝いしたいと思 うのですが,なかには何の目的や引画 もなくやってきてこまった時だ

け泣きついて くる若い人,ようやく日本語の通じる所にきてこれまでのうっぷんを晴らすかのように

大きな態度をとる中年男性とか様々ありまして接客業のむずかしさを痛感しました.パ リに行けて良

かったと思 う点は木や写真で見たり,あるいは旅行者として通 り過ぎただけではわからない人々の実

際の生活を一部にはせ よ.見ることができたとV,うことでしょうか.食べる物に しても着る物にして

もマスコミの印象から受ける華やかさはなく一般にとても貿素な暮 しぶ りでしたし.町にあふれる貧

しい国(スペインとか北アフリカなど)からの移住者など,行 くまで全然知 りませんでしたoともか

くこの期間は単に私の業務上の経験をふ くらませただけではなく,私個人にとりましてもたい-ん貴

重な一年間でしたQ (2O回生 )
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